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南アフリカ ２０２５年の柑橘類輸出は２２％増加 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２５年１１月１１日 

南アフリカの柑橘類産業は、２０２５年に史上最大の輸出シーズンを記録し、国際市場向けに２億３４０万箱

（１５ｋｇ/箱）を出荷した。これは２０２４年比で２２％の増加であり、業界が４月に予測していた１億７,１２０万箱を

大きく上回る結果となった。 

この増加は、好天、成園化が進む果樹園、物流の改善に加え、果汁用オレンジ及びレモンの需要の増加、

北半球の供給終了時期の早期化等が要因であるとされている。 

南アフリカ柑橘類生産者協会（ＣＧＡ）のＣＥＯであるボイツォコ・ンツァベレ博士によると、港湾のパフォーマ

ンスの向上が中心的な役割を果たした。（以下「 」は同博士の話） 

「物流効率の向上、特に港湾の効率の改善は、港湾を管理する運輸公社（Ｔｒａｎｓｎｅｔ）の取り組み、主に新

設備への投資と生産性に連動した従業員インセンティブの導入によって達成された。船会社を含むすべて

の物流関係者による高いレベルの協力により、生産性の高い物流環境が形成された。」 

農場では、水利用の改善、病害虫管理の向上、及びネット被覆による栽培面積の拡大が、出荷率と果実品

質の向上に寄与した。 

２０２５年の結果は、２０３２年までに２億６千万箱の輸出と１０万の新規雇用の創出を目指すＣＧＡの「ビジョン

２６０」戦略を若干上回るペースで進行している。 

ンツァベレ博士は、今シーズンの出荷は好調であったものの、市場環境は依然として不安定であると警告

した。 

「生産者達は引き続き、予測困難な価格や市場動向、投入コストの上昇、さらに高関税や科学的根拠に基

づかない植物防疫措置などの市場アクセス問題に直面している。」 

米国が導入した３０％の関税は、今シーズンの出荷の大半が完了した後に発効したため、影響は限定的で

あった。しかし、同氏は２０２６年の貿易に対する制約となる可能性を懸念している。 

「我々は、２０２６年シーズンにおける３０％の関税の影響を非常に懸念している。そのため、米国と南アフリ

カとの間で相互に利益となる貿易合意を早急にまとめる必要がある。」 

同氏は、柑橘類またはすべての季節性の青果物に対する関税免除が、米国市場における価格上昇圧力

の回避につながる可能性があると付け加えた。 

南アフリカは２０２５年に、グレープフルーツ１,５３０万箱（２０２４年比７％増）、マンダリン５,３５０万箱（２８％増）、

レモン４,１３０万箱（１９％増）、ネーブルオレンジ３,１５０万箱（２５％増）、バレンシアオレンジ６,１８０万箱（前年

の４,８７０万箱から増加）を輸出した。 

ＣＧＡのヘリット・ファン・デル・メルウェ会長は、中国、インド、日本、韓国、ＥＵ、米国等の主要市場へのアク

セス拡大が、今後の業界の成長にとって引き続き極めて重要であると述べた。 
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